
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           三次小学校では９月８・９日，２日間にわたって５年生が体験

活動を行いました。１日目は地域の防災士さん６名にご来校いた

だき防災教室を開いていただきました。防災士さんには，事前に

打ち合わせやご準備など大変お世話になりました。ハザードマッ

プを使い，三次町を実際に歩き災害の起きやすい危険な場所や災

害を防ぐ工夫などを見るフィールドワークを行いました。また，

VR も準備いただき，洪水の避難についてバーチャル体験をする

ことも少しできました。そして非常食体験を行いました。パック

に入った乾燥ワカメご飯に水を注いだ主食にインスタントみそ

汁，焼き鳥の缶詰めという献立でした。乾パンも初めて食べた児

童もいました。５年生が食べているところを見ましたが，非常食

は思っていたよりもおいしかったようで，「おいしい。」「いける。」 

と言っている児童も多くいました。防災士さんに協力いただき，防災について体験的に学ぶ

ことができ，有意義な防災教室になりました。この場を借りてお礼を言いたいと思います。本

当にありがとうございました。 

また，今年度の３・4学年は，アユや鵜飼についての学習をしてきていますが，運動会に向

けて「三次どんちゃん」の練習をしています。青少年育成三次町民会議会長でもある天野芳明

さんや三次太鼓の皆様にご指導いただいています。「三次どんちゃん」の由来についても学習

しました。毎週指導に来ていただき，おはやしや絵付け太鼓の踊りを熱心に教えてもらいまし

た。３・４年生は「三次どんちゃん」が大好きのようで，喜んで練習をしています。家庭でも

練習するなど頑張っています。運動会で披露することになっていますが，楽しみです。ふるさ

と三次への愛着・誇りの気持ちも育つと感じています。三次太鼓の皆様，本当にありがとうご

ざいました。今後もよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みよし学園ではコミュニティ・スクールとしての取組を行っていますが，今年度も地域の皆様

のご協力で有意義で魅力的な教育内容を展開しています。各校の内容を紹介させていただきます。 

 

発行：みよし学園コミュニティ・スクール  
（事務局：市立三次中学校） 
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「みんなで作る みんなの学校」 地域の皆様の協力で魅力的な教育 三次小 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三次地方史研究会 会員 森岡 晋 様を講師にお招きし，９月１５日に２学年，９月 29

日に１学年に，「三次町の道路を観察する」と題して，三次町の中国地方における位置，川と

橋と道路，古い地図と新しい地図との比較，町内地図と道路の関係等を通して，その特色につ

いて説明いただきました。また，最後に京都の絵師「中村初三郎」が三次町を中心に個性的に

表示した鳥瞰図を紹介いただき，興味深く拝見しました。 

【生徒感想より】 

・三次の昔の道のことを知ることができると同時に，昔の三次は 

今の三次とほぼ同じ形をしていることが分かりました。 

・80年前，三次は盛んな町だということ，また三次の町は自然 

につくられたのではなく，お侍さんや町民の人が計画してつく 

っていった町だということが分かりました。 

・今日の話を聞いて，三次には３つの川が流れていてとても珍し 

い地形であることや，川に囲まれて橋が３本あることなど，今 

まで知らなかったり気づかなかったりすることが多かったです。 

・一番心に残った，三次の特徴を鳥瞰的に描いた華やかな地図は， 

細かい部分もしっかり描かれており，とても魅力的でした。 

 
【問い合わせ・意見送付先】市立三次中学校  TEL 0824-62-2896   FAX 0824-62-2899  

 E-mail miyoshi-j@school.miyoshi.hiroshima.jp 

三次町の道路について知る        三次中 
～古い時代の三次町の地図から特色を観察する～ 

地域ともに歩む学校として  

～ぶどうの収穫体験・「敬老の日」のお手紙～   河内小 

 
 河内小学校では，学校の教育活動に地域の方のさまざまなご支援をいただいています。

年間を通じて，平和菊の栽培，民泊や川下りなどの体験活動，平和学習，ぶどうの栽培体

験，花いっぱい運動など，地域の方の力をお借りした教育活動がもりだくさんです。 

 ９月には，山家町の辰巳農園さんを訪問させていただきました。「全校の皆さんでどう

ぞ」という辰巳農園さんのご厚意により，ぶどう（ピオーネ・シャインマスカット）の収

穫体験をさせていただきました。子どもたちは，一房一房ていねいに収穫をし，それを出

荷用に袋詰めする作業を行いました。辰巳さんから，美味しいぶどうの見分け方や糖度の

測り方も教わり，糖度によって食感や甘さが違うことも学びました。毎年，貴重な体験の

機会とともに，教育活動に対して支援いただいています。 

 地域の方とつながる活動も続けています。子どもたちが毎年参加させていただいている

河内地区敬老会が，今年度も中止となってしまいましたが，お手紙だけでも届けたいとい

う思いから，地域の高齢の方に全員でお手紙を書きました。高学年は１人８枚，１年生も

５枚書きました。早速，お返事を下さった方もおら 

れ，子どもたちも喜んでいました。地域の高齢の方 

に「元気を届けたい！」という子どもたちの思いが 

伝わり，うれしかったようです。地域の方の高い教 

育力に育まれながら，感謝の気持ちもしっかり 

伝えられる子どもになってほしいと思います。 

【１年生が書いたお手紙】 
おじいさん，おばあさん，おげんきですか。 
わたしは，うんどうかいを たのしみにしていま
す。 ぜひ，みにきてください。 これからも，げ
げんきに ながいきしてくださ 
い。   こうちしょうがっこう 

１ねん いけだ ゆずき 


